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有機栽培 が コ シ ヒ カ リの 生育 ， 出液 お よび玄米に含まれ る

　　　　　　　　　ア ミノ 酸含有量 に及ぼす影響
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　有機栽培 を行 っ た コ シ ヒ カ リの 出液 お よ び玄 米 に含ま れ る各種ア ミ ノ酸含有量 を定量 し，有機栽培が 食味に 及

ぼ す影響 に つ い て 慣行栽培 と比 較 した，出液中 に多く含 まれ る ア ミ ノ 酸 は ア ス パ ラ ギ ン，グ ル タ ミ ン，セ リ ン お

よ びア ラ ニ ン で あ っ た．tJt穂期の 出液中 に 含まれ る ア ラ ニ ン は有機栽培で 有 意 に 少 な く，総 ア ミ ノ酸含有量も有

機栽培 で 少 なか っ た．玄米 に 含 ま れ る ア ミ ノ 酸 は 20種 以 ヒ確認 さ れ た が，含有量が 多 い の は ア ス パ ラ ギ ン 酸 と グ

ル タ ミ ン 酸で あり，総 ア ミ ノ 酸含有量 は有機栽培 と慣行栽培で ほ とん ど差 が 認め られ な か っ た．

　Amino 　acid　contents 　in　the　bleeding　sap 　at 　the　heading　stage 　and 　the　grain　of　rice 　cv ．　Koshihikari　grown

with 　organic 　farming　were 　discussed　co   pared　to　conventional 　rice ．　Alanine　content 　in　the　bleeding　sap 　of

organic 　 rice 　was 　significantly 　smalier 　than　contro1 ，　 and 　total　 amino 　acid 　 content 　showed 　the 　 similar ．　More

than　twenty　of　amino 　aclds　were 　counted 　out 　in　the 　brown　rice ，　and 　glutamic　acid 　and 　aspartic 　acid　were

showed 　 as 　 major 　 amino 　 acid ．　There　 was 　 no 　significant 　 difference　in　 the　 total　 amino 　 acid 　 of　brown 　 rice

between　organic 　farming 　and 　control ．
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　平成 ll年 にJAS法 が 改 正 され，有 機 農 産物 や 有機加 1：食

品に 関 す る 日本農林規格が制定 され た．コ メ の 品質に 関 し

て は，様 々 な 視点 か らの 報告 が あ る．水 稲 を有機栽培す る

と収量 が 減少 し （荒井 ・川島　 1956）．また 有機栽培 の 精

白米 の タ ン パ ク含有量 は低下 して 食昧が向 ヒす る （松崎 ら

1992）な どの 報告があ るが，有機栽培 を行 っ た コ メ の 評価

に 関 して は 多 くの 問題を考慮す る 必要が ある．本研究 で は，

有機栽壻 を行 っ た水 稲 （品種 コ シ ヒ カ リ） の 生育，根系 生

育，出液中お よ び玄 米 中 に 含まれ る各種ア ミ ノ 酸含有量 を

定量 し，有機栽培 が 米 の 品質 に及 ぼ す影響 につ い て 検討 し

た．

　　　　　　　　　材料 お よ び方法

　実験 は 2006年 に 石川 県白山 ll∫ （11【：松任 市 ）の 農 家 圃場

で 実 施 した．本圃場 で は 育苗段階か ら自家調製の 有機培 上

を用 い ，有機無農薬栽培 を行 っ て い る （松任 1，松任 2），
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5 月5日 に 米ぬ か を 散布 （80〜100kg／10a） し，5 月 8 日

に45葉苗 を移植 し た．基肥お よび 追肥 は すべ て 自家 調 製

お よ び 市販 の 有機質肥 料 を用 い た．施 肥 管理 の 概要 は 第 1

表 に示 した．また，金 沢大学教育学部角間農場 で 慣行栽培

（基肥 と して BBO56 号 を3．2kg−N ／10a，活着肥 お よ び 追 肥

と して 日の 本 2 号を それ ぞれO．5kg−N と 3kg ／10a施 用）を

行 っ た圃場 を慣行栽培区 （対 照 区）と して 比 較検討 した．

移 植 か ら出 穂 期 まで の 草丈，茎 数 お よ びSPAD 値 は 6 月6，

20日，7 月7，21囗，8 月 2 日に 調査 した，圃場 で は30cm
× 30cm の コ ドラ

ートを 用 い て 雑草 （藻類 が 主）の 発 生 量

も調査 した．根系調 査 は 出穂 期 （8 月 7 日） と収穫期 （9

月21日 ） に 実 施 し， コ ア サ ン ブ ラ ー （φ53mm ×

400mmD ） を用 い て 株 間 の 根系を 3箇所 で 採取 した．

　根系 の 生 理 的活性 は ILt穂期 に お け る 土 壌 か ら の Rb 吸 収

量 を指標 と して 評価 した．8 月 7 冂 に平均的な生 育株 （3

株）を選 出 し，Rb ゲ ル 10mg （40mg −Rb ／10ml を含む0．4％

の 寒天 を含 ん だ ゲ ル ）を ス ポ ッ ト注入 した．Rb ゲ ル は調

査 株 を 中心 と して 10cm の 距離 ・深 さ10cmの 場所 に 4箇所

注入 した．5 日後 （8 月 12日）に調 査 株 を地 際か ら切除 し，

茎 数を 測定 し乾燥後 に 乾重を測定した．乾燥 した サ ン プ ル

は カ ッ テ イ ン グ ミ ル を用 い て 粉 末 に し，原 子 吸 光法 （TJA

第 1表　有機栽培圃場 （松任 1　 2） で 使用 した 主 な有機資

　　　材．

ソ リ ュ
ーシ ョ ン ズSolaarM）を 用い て Rb 含有量 を定量 した．

　食味成 分は 近赤外分光法を利用 した成分 分析計 （ケ ッ ト

科学研究所　AN −899）で 測定し，外観品質 は穀粒判 別 器 （ケ

ッ ト　RN −300） を 用 い て 調査 した．出液 中 （導管液） に

含 まれ る ア ミ ノ 酸含有 量 を測 定 す る た め に 調査 対照 株 を地

際 か ら 8cm の 高さで 切除して 出液 を採取 した．出 液 は 7

月7冂，8 月 7 日 お よ び 8 月21に コ ッ トン パ ス を用 い て採

取 し冷凍保存 （−30℃） した．分析 時 に解凍し た 出液 を

0．45μ m の メ ン ブ レ ン フ ィ ル ター
で ろ 過 し，日立高速 ア ミ

ノ 酸分析計 （L−8500）を用 い て ア ミノ 酸含有量 を定量 した．

玄米 は ミル を用 い て 粉末 に し，蒸留水 と少量 の 海砂 を加 え

て 乳 鉢 で す りつ ぶ して 抽出作業を行 っ た．抽 出液 を遠心 チ

ュ
ー

ブ に 入 れ， 日 立 冷 却 遠 心 機 を 用 い て 遠 心 分 離

（10000rpm，15分，20℃ ）を行 い ，得られ た lt．urみ を 定

容 した の ちα45μ m の メ ン ブ レ ン フ ィ ル ター
で ろ 過 し た の

ち，上 記の ア ミ ノ 酸分析計を川 い て 遊 離 ア ミノ 酸 含有量 を

定量 した．斟液お よび 玄 米 に含 まれ る ア ミ ノ 酸 は 1壌 か ら

吸 収 さ れ た もの が 主 で あ る こ と を考 慮 し，水 田土 壌 お よ び

田 面水 に 含 ま れ る全 N含有量 を 定量 した．約 2 週 間 ご と に

水 田 土 壌 と 田面水 を採取 し一30℃ で 冷凍保存 し た．サ ン プ

ル に 含 まれ る全N含有量 は オー
トア ナ ラ イザ

ー
（プ ラ ン ・

ル ーベ AACSH ） を用 い て 定量 した．

資材 の 種 類 主 要材料 製 造元

完熟 馬ふん堆肥

薫．炭 おか らぼ か し

発 酵酵母ぼ か し

馬 ふ ん，お か ら，籾が ら．
樹 木枝 葉，米ぬ か，くず大

旦

くん 炭，お か ら，枯 草 菌な

ど

米ぬ か，糖 蜜など

有 機 適 合土 壌 改 良 市販 品 （硫 酸 カ ル シ ウム ：

資材

有機ぼか し肥 料

有機ぼ か し肥 料

自家製

自家製

自家製

吉野 石膏 （株）
カル ゲ ン ）

市販品 （ス
ー

パ
ー

ガ イア ス ）　 日本バ イオ肥 料（株）

市販品 （ブラ ドミ ン特号 ）　 目本バ イオ肥料 〔株）

栽培 管理
　 　 　 　 有機栽培区

試 　験 　区

慣行 栽培 （対 照 区）

栽 植 密度

堆 肥 施用

田植 え

施 肥

19．9株／ m2

前年秋 （lt／10a）

5月8日

スーパ ーガイアス （5’il4：4ekg，’10al）

ブラドミン （6〆2；35kg’10a）

薫おからぼかし （6〆’25：】5kg〆
「
10a）

酵母おからぼかし［：6〆25：30kg，’IOa）

ブラドミン 〔7．／
’
9 ：40kgi

’
10a｝

酵母ぼかし 〔7〆15：3Dkg．，’10a）

酵母ぼかし （8、，11；　SOkg，’10a）

20株 ／ m2

な し

5月2日

基肥〔高度化成BB〕S6ie2kg・N／0a1

活着肥 （65：口の本2号0．5kg・Ni
’
10ali

追肥 1：625：日0）本2号3kg・1　’i
’
10a．］

　　　　　　　　　 結果 お よ び 考察

1）　地 上 部 お よび 根系生育

　有機栽培区の 茎数は慣行区 よ り多 め に推移 し，8 月 2 日

で は24〜27本／株を示 し慣行区の 148本 よ り有意 に 多か っ

た （第 2 表）．6 月 初旬の SPAD 値 は 有機栽培区 よ り慣行

区 で 低 か っ たが ，7 月7日で は逆転 し た （第 3表）．出 穂期

に 調 査 し たLAI は 2．5〜3．0の 値 を示 し，有 機 栽 培 と慣行栽

培 との 間 で 有意 な差 は認 め られ なか っ た．

　 コ ア サ ン プ ル 法 で 採種 した根 系 を 10cmご と の 土 壌階層

別に 区分 し検討 した が，出穂期 に お ける 階層別根乾重お よ

び 総根乾重 に 栽培条件 に よ る有意差 は 認 め られ な か っ た

（第 4 表）．収穫期 に お け る表層 か ら10cm 階層の 根乾重 は

第 2 表　茎数 の 推移．

試験 区
茎数 （本 ！株 ）

6月6囗　 6月20日　7月7日　 7月21日　8月2日

松f壬1　　　　　　　7．4±O．7ab　　20，0± L6a　29，9±L8a　　26．3± 1、2a　　26．9± 1．3a

松f壬2　　　　　　　9．4±0．7a　　15．6± 正．3ab　19．7± 1．9b　　20．2±O．9b　24．5± 1．5a

対照 区　　　5、7± 0．6b　 l2、7± 0、6b　 20．8± 0．6b　 21．6±0，8ab　14．8± 0．7b

LSD （p
＝0．05）　　

零
　　　　

宰
　　　　

幽
　　　　

＊
　　　　

“

平均 値 ± 標準誤差 （n ＝10），異 な るア ル フ ァベ ッ ト冏に は 5％水

準 で 有 意差 あ り．
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有機栽培で 多 く有意差が認 め られ たが，その 他 の 階層 で は

有 意 差 が 認 め られ な か っ た （第 5 表）．出 穂 期 に お け る 根

系活性 はRb吸収量を指標 とし て 評価 したが，有機栽培 と

慣行栽培 と の 問に 有意差 は 確認出来な か っ た （第 6 表）．

2 ）　 出液中の ア ミノ 酸濃度

　7 月7 囗に 採取 した 出 液中 に 含 ま れ る ア ミ ノ 酸 は30種類

を超えたが ，そ の 中で も含有量 の 多い ア ミ ノ 酸 は ア ス パ ラ

ギ ン ，グ ル タ ミ ン ，セ リ ン お よ び ア ラ ニ ン の 4種類 で あ っ

た ．こ の 4 種 の ア ミ ノ 酸含有量 お よ び 検出 さ れ た すべ て の

ア ミノ酸濃度の 総量 を 第 7表 に 示 した．出穂 期（8月 7 日）

第 3 表 SPAD 値 の 推移，

試験 区
SPAD 値

6月6日　 6月20日　 7丿亅7日　 7月21凵　8月2日

松 f千1　　　　　　　31．8± 0．6ab　36．9±0．7

松 人2　 　 　 32．7± 0．4a　 35．1±0．7

対 照 区　 　 　26．4± 1．7b　 34．8±0．7

LSD （p ＝0．05）　　
“
　　　　 n、s．

37．6±0．6b　38、7±0．7　　35、3±o、8b

38．6±0．5b　42、0±0．9　　39．6±0，6a

4L9±0．3a　　39．4±08　　　35．4±0．5b

　
s

　　　　　 n．S，　　　　　
＊

平均値 ± 標準誤差 （n＝10），異なる ア ル フ ァ ベ ッ ト間に は 5％水

準 で 有 意差 あ り．

お よび 登 熟期 （8 月21日）に採取 し た 出液中の ア ミ ノ酸濃

度 を第 8 表 と第 9 表に 示 した．7 月7日に採取 した 出液中

の 各 ア ミ ノ 酸濃度 に 栽培条件 の 違 い に よ る有意差 は 認 め ら

れ な か っ た．出 穂 期 の ア ス パ ラギ ン 、グル タ ミ ン お よ び セ

リ ン の 含有量は栽培条件 に よ っ て 差 は なか っ た が，出穂期

の ア ラ ニ ン お よ び総ア ミ ノ酸濃度 は有機栽培区で 少なか っ

た．登熟期の ア ス パ ラ ギ ン ，グル タ ミ ン ，セ リ ン ，ア ラ ニ

ン お よ び 総 ア ミ ノ 酸濃度 は 出穂期 の そ れ ぞ れ の 値 よ り高か

っ た．

3 ） 玄米 お よ び精白米 に含 ま れ る ア ミノ 酸

　玄米お よ び精白米 に 比較的多 く含まれ る ア ミ ノ 酸 は ，ア

ス パ ラ ギ ン，グ ル タ ミ ン ，セ リ ン ，ア ラ ニ ン ，ア ス パ ラギ

ン酸 お よ び グ ル タ ミ ン酸 で あっ た．こ れ らの ア ミ ノ 酸 お よ

び 定量 で きた ア ミノ酸の 総 量 を第 1図 （玄 米）と第2 図 （精

白米） に 示 し た．粉砕 し たサ ン プ ル の 測定は 1反復 で あ る

た め 誤差 の 記載は な い が，慣行栽培 （対 照 区）の 玄米 に含

まれ る ア ス パ ラ ギ ン お よ び グ ル タ ミ ン 酸の 含有量 は 有機栽

第 4表　出穂期 の 根乾重．

第 7 表　幼穂分化期頃 に おける出液中の ア ミノ 酸濃度．

試験区
ア ミ ノ酸含 有 量 （n モ ル ／10μ の

アスパ ラギン グルタミン　　セリン　　 アラニ ン　 総アミノ酸

試験 区
各階層 に お け る根 乾 重 （mg ）

O〜10cm　 10〜20cm　 20〜30cm　 30〜40cm 総根重

松任 1　 　 82．7± 17．114 ．3± L7　 2．7± 0．7　 0．5± 0．3　 100．O± 16．9

松任 2　 　 66、O±9．5　 】5．0± L2

対 照 区 　 　 40．3±4、5　 12．3±2．7

LSD（p
＝0，05）　　n，s．　　　 n．s．

1，0± 0，5　　　0　　　　　　　　82．0± 10．6

4L7±L7　　　0　　　　　　　　57．3±8．O

　 n．S，　 　　　　　　　　 　 n ．S．

松 f壬 1　　　　　　0．73± LO3　　4、72±2．13　　1、27±0、76　　1．73±0、67　　1380± 5．78

松f壬 2 　　　1、36± 0、84　5．21± 1、49　1．56±0、41　2．11± O．50　14．36± 3．79

対照 区 　　　1．31± 0．463 ．13± 1．030 ，61±0．201 ，26± 036　8．85± 2，51

LSD （p＝0．05｝　　n，s．　　　 n，s，　　　 n．s．　　　 n，s．　　　 n，s，

平均値 ± 標準誤差 （松任 n＝3，対照 区　 n＝2）

平 均値 ± 標準誤差 （n ＝3），調 査日　 8 月7日
第 8 表 　出 穂 期 に お け る 出 液 中 の ア ミ ノ 酸 濃 度，

試験 区
ア ミ ノ酸濃度 （n モ ル ／ 10μ の

第 5 表 収穫期の 根乾重． アスパ ラギン グルタミン　　セリン　　 アラニ ン　 総アミノ酸

試 験 区
各 階層 に お け る 根乾 物重 （mg ）

0〜10cm　 lO〜20cm　 2e〜30cm　 30〜4ecm総 根重

松 任 1　 　 46．3± 6．3al5．0±5、1　 3．7±0．3　 1．O±0　 　 65．3±S．3

松 f壬2　　　　　　43、3± 2．3a　　l9．7±5．5　　3．7圭0，7　　　0　　　　　　　　66．7±4．6

対 照 区　 　 　20．0± Obll ，7± 3D　 4．7± 0，5　 1．7 ±O．7　 38．0 ±4．l

LSD （p＝O．05｝　　
震
　　　　 n，s．　　　 Il．s．　　　 n，s．　　　 n．s．

松任 1　 　 0

松任 2　 　 　 Q

対 照 区　 　 　O

LSD （p＝0．05）n、s．

0　 　　 　 0

0　　　　　 0、O上±O、01

0．18±O．13　　　0．98±0．63

n．S，　　 　　 n，S，

O．03±0、02b　　1、19±0、 5b

O．63±0．舅b　　3．28±1、ア6b

9ユ8±2，85a　　20．43±3，70a
　 寧　　　　　　　　　　　　窄

平均 値 ± 標準 誤差 （n ＝3），異な る ア ル フ ァ ベ ッ ト問 に は5 ％水

準で 有意差 あり．

平 均値 ± 標準誤差 （n＝2），異なる ア ル フ ァ ベ ッ ト間に は 5 ％水

準 で 有 意 差 あ り，調査 日 ： 8 月 7 日

第 9 表 登 熟期 に お け る 出液中の ア ミノ 酸濃度．

試験区
ア ミ ノ酸 濃度 （n モ ル ／ 10μ の

第 6 表 　出 穂期 に お け る Rb吸 収 量． アスパ ラギ ン グル タミン　 　セ リン　　 アラニ ン　 総アミノ酸

試験 区
Rbl及耳又量

mg ／ 株　　mg ／分 げつ 　mg ／ 地 上 部 乾重 lg

松任 1　 　 　 36．4± 2，4

松 ｛壬2　　　　　　　32．9± 2．2

対 照 区　 　 　 32．8± 1．9

LSD （p
＝0．05｝　　 n．s．

2，0 ± 0．21

．7± 0．21

，9± 0．l

　 n．s．

0．7 ± 0ユ

0，7 ± 0ユ

0．7 ± O．02

　 n．S．

松 f壬　I　　　　　　　O、87±0、05　　　4、76±0、16a　　3．58±0．15a　　7．05±1．18b　　23．97±1．69a

松任 2　　 0、63±0．03　 2．27±027bl 、53±O．24b2、0ア±0．22bl2．19±0、98b

知∫貝召区　　　　　　　1．06±O．25　　　3．82±0、65ab　2．61±O、22ab　I2．4e± 1．57a　27、19± 2．97a

LSD （p ＝0．05）　　 n．s．　　　　
”

　　　　　
＊
　　　　

t

平均値 ± 標準誤差 （n＝3）．異 な る ア ル フ ァ ベ ッ ト間 には 5％水

準 で 有 意差 あ り，調査 目 ；8月21日．

平均 値 ± 標準 誤差 （n＝3）
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□ 松任 as対照 区

第 2図　精 白米 に 含まれるア ミノ 酸含有量．

培 よ り多 い 傾 向 を示 した．ま た，精 白米 の 総 ア ミ ノ 酸含有

量 は慣行栽培 よ りも有機栽培 で 小さい 傾向が 認め られ た．

4 ）土壌 お よ び 田 面 水 に含 ま れ る全 N含 有 量

　有機栽培 を 行 っ て い る水 田 ⊥壌 （2 試験地）お よ び 田 面

水 に 含 まれ る 全N 含有量 の 推移を第 3 図 と第 4 図 に 示 し

た．慣行栽培 区 の デ ータ は な い が，有機栽培水田で は時間

の 経過 と と も に 安定 した 全N の 供給 が あ る こ と が 示唆 さ

れ，そ れ は登 熟 期 に至 っ て も継 続 して い た．

　田 面水 に 含 ま れ る全 N 含有量 も 3mg 〜7mg ／ e と安定

し た 値を示 し，出穂期 を 2 週 間程 度 過 ぎて も水巾の 全 N 含

有量 は 安定 して い た．七壌 か ら の 窒素供給お よび 田 面水 に

含 ま れ るN 含有量 は，水稲生 育の み ならず圃場 に発生す る

各種雑草 （藻類 が 主で あ っ た）の 生 育 に も大 きく影響を及

ぼ す もの と考 え られ る．藻類の 発生量 と土壌中の 全 N含有

量 との 相 関 関 係を検討す る と，両 者 の 間 に有意 な相関関係

は 認 め られ な か っ た （R　＝＝　O．05，R ＝0．02）．また，藻類発

生 量 と田 而水 の 全N 含有量 と の 間 に も有 意 な相関関係 は 認

め ら れ ず （R ＝0．39．R − O．18），土 壌中の 全N 含有量 と田面

0．350

．3

　 　 0．25
　 誤 　　　　 　　

I

　 v 　 　 　 　 　 　 　 　I

　 〈0　 0．2　 　 1

覊。 15

葦。 1　 1

　諠… 5
E

　
K

。
1　　　　　　　　　　　　　 −

　 　 　 　 5月9 日　 6 月6 日　6月20 日　7月 7 日　 7月21 日　8月17 日　9月2日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 調査日

L　 　 　 　 　 壓 任 1
一
哩 任 2

第 3 図　有機栽培水 田 の 土壌中 に含 まれ る全窒素含有量 の

　　　推移
エ ラーバ ー ：標準誤差 （p　

・・
　O．05） （n ・＝2）．松任2 （5／9）

はサ ン プ ル な し．

水 中の 全N含有量 と の 問 に も有意な相関関係 は認 め られ な

か っ た （R　＝・　O．01）．葉色 （SPAD 値）と上 壌中の 全N 含有

量 と の 問 に は有意 な 相関関係 （第 5 図）が 認 め られ た こ と

か ら，有機栽培 土 壌 に 含まれ る全N 量 は水稲生 育 に 係 っ て
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第10表　玄米の 外観品質．

試験区
外 観 品質 （％ ）

⊥」嵐
5月9日　 6月6日　 6月20 日　 7月7日　 7月21日　 8月17日

　 　 　 　 　 　 　 　 　 調査 日

　 　 　 　 　 　 　 □ 松任1 鬮 松任2

整 粒　　未熟粒 胴割粒　被害粒 着色粒　死 米

第 4 図　有機栽培水田 の 田面水 に含 まれる全窒素含有量の

　　　推移

エ ラーバ ー ；標準誤差 （p ≡0，05）（n ＝2）．松任2 （5／9）
は サ ン プ ル な し．

松 任 1　 　 　 60．3±0．6b22．5±04al5±0．2c9 ．1±0．8　 0．6＝ O．1　 0、1±0

松 任 2　　　　　66．6±0，9b　22，1±0．6a　 3．1±O．lb　8，4± O，6　 0．8±O，1　 0，3±O，1

対照 区 　 　 　75．2±02al2，0±O．5b5．1±Oa6 ．8± O，4　 0．9±O、1　 0，1±O

LSD（p
・＝O．05）　　

”
　　　　

“
　　　 n．s．　　 n．s．　　 n，s．

平 均値 ± 標 準 誤差 （n ≡4），異 な る ア ル フ ァ ベ ッ ト間 には5％水

準 で 有 意 差あ り．
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掣
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窃
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　 　 5 −

　 　 0
　 　 0 O．1　　　　　　 0．2　　　　　　0．3　　　　　　0．4　1

　 土壌中の全 窒素割合 （％ ）

第 5 図　 土 壌中の 全窒素含有量 とSPAD 値 との 相 互 関連性
’

： 5％水準 で 有意差あ り．

葉色 や その 他 の 形質に 大 きく影響を及ぼ して い る こ とが示

唆 さ れ た．

5 ） 品　 質

　玄米中の タ ン パ ク 含有量 は対照区が 7，7％ で あ っ た の に

対 し，有機栽培区 で は 6．9％ と有意 に 低 い 値 を 示 した．有

機栽培 は 慣行栽培 よ り精 白米 の タ ン パ ク質含有率が低下す

る との 報告 （近 藤 ら　 1987，鯨 ら　 2006） が あ るが，本 試

験 で も有機栽培 で 玄米 の タ ンパ ク 含有量が低か っ た．有機

栽培 区 の 玄 米 中 ア ミ ロ ース 含有量 お よ び脂肪酸含有量 は

18．6％ と16，7％ で あ っ た が，慣行区で は 19．2％ お よ び 19，3％

と有意差が 認め られ た．玄米 の 外観品質で は 有機栽培 の 整

粒歩合が 慣行栽培 よ り低 下 し，未 熟粒 歩合 が 増 加 した （第

10表）．

　 20年以 上 に わ た っ て 有機栽培 を継 続 して い る本 試 験 圃 場

で は，慣行栽培 と比較 して 茎数 は多 め に 推移 し，生育初期

の SPAD 値 も高 く．土 壌表層 の 根重 も多 い．この よ うな 環

境 で 生育した 有機栽培 の コ シ ヒ カ リで あ る が，玄米 に 含 ま

れ る各種 ア ミ ノ酸含有 量 は慣行栽培区 とほ とん ど差 が 認め

ら れ な か っ た ．出液中 に 多 く含 まれ る ア ミ ノ 酸 は ア ス パ ラ

ギ ン，グ ル タ ミ ン，セ リ ン お よび ア ラ ニ ン で あ り，出穂期

の 出液 中 に含 まれ る ア ラ ニ ン 含有量 は 慣行区 で 9ユn モ ル

／ 10μ ¢ の 値 を示 した の に 対 し，有機栽培区で は0．03お よ

びO．63n モ ル ／ μ 召と，有機区で 有意 に低 い 値を示 した．

ア ミ ノ 酸分析で 確認 で きた ア ミ ノ 酸 の 総量 （総 ア ミ ノ 酸含

有量） も有機栽培区の 方が慣行区 よ り有意 に低 か っ た，体

内 に 含 まれ る 窒 素化 合 物 は根 か ら吸 収 され た N を基 本 とす

る が，出穂期以降 にお い て は 茎葉部．特 に葉身か ら穂 に転

流 して き た もの が 多 い （松 崎 1990）．本 試 験 の 結 果，分

げつ 期 の 出液中に含 まれる ア ミ ノ 酸含有量 は有機栽培区で

多い 傾向を示 した が．出穂期で は慣行栽培区が 多 くな り，

登熟期 で も1司様 の 傾 向が示され た．玄米中の ア ミ ノ 酸含有

量 は水稲生育の 最終結 果 として 確認 され る数値 で あ り，こ

の 過程 で 様 々 な生 理 的機構 が 働 い て い る．玄 米の ア ミ ノ 酸

含有量 と出液中 に含まれ る ア ミ ノ 酸含有量 との 相互関係 を

正 確 に 論 述 す る に は未 だ データが 不 足 して お り今 後 の 研 究

を待 つ 必要があ る．
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